
※新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどが中止または延期になることがあります。
各イベントが開催されるかどうか分からないときは、担当課または主催者に問い合わせてください。

唐
津
街
道

第418回

拡
大
版唐

津
街
道

を

探探
るる

― 

現
代
に
残
る
江
戸
の
面
影 

―

　
か
つ
て
の
日
本
に
は
、
地
方
と
江
戸
（
東
京
都
）を
つ
な
ぐ
多
く
の
街
道
が
通
っ
て
い
ま

し
た
。
今
回
の
新
岡
垣
風
土
記
で
は
、岡
垣
町
を
通
る
「
唐
津
街
道
」の
歴
史
に
迫
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
初
期
に
、
各
地
方
の
大

名
（
藩
主
）が
地
方
か
ら
江
戸
に
行
く

「
参
勤
交
代
」の
た
め
、
数
多
く
の
街
道

が
全
国
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
街
道
と

い
え
ば
東
海
道
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

「
五
街
道
」が
有

名
で
す
が
、
九

州
に
も
長
崎
街

道
や
薩
摩
街
道

な
ど
の
大
き
な

街
道
が
通
っ
て

い
ま
し
た
。

　

唐
津
街
道
も

主
要
な
街
道
の

日
本
全
国
を
つ
な
い
だ
「
街
道
」

一
つ
で
、
若
松
か
ら
芦
屋・赤
間・博
多・

今
宿
な
ど
を
通
り
、
唐
津
に
至
る
街
道

で
す
。
福
岡
藩
や
唐
津
藩
の
参
勤
交
代

で
使
わ
れ
て
い
た
ほ
か
、
幕
末
は
多
く

の
武
士
が
行
き
交
っ
て
い
ま
し
た
。

　

岡
垣
町
内
で
唐
津
街
道
が
通
る
部
分

は
、
赤
間
宿
と
芦
屋
宿
の
間
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
町
内
に
は
残
念
な
が
ら
宿

場
や
一
里
塚
な
ど
の
史
跡
は
残
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
や
道

幅
の
狭
さ
が
当
時
の
街
道
の
面
影
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

な
お
、
町
内
を
通
る
街
道
の
大
ま
か

な
道
順
は
図
１
の
と
お
り
で
す
。

岡
垣
町
内
に
通
る
唐
津
街
道
を

た
ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か

３287

495

用語解説
●�参勤交代 … 各地方の大名が 1年おきに江戸に勤
める制度。大名の統制を目的に江戸幕府が定めた。

●�宿場 … 旅人の休息場所のほか物流の中継地点の
役割を担う場所。街道の要所に設置された。

●�一里塚 … 主要な街道に1里（約４km）ご
とに設置された塚（盛り土）。塚には松
などの木や標識などがあり、旅人に
とっての道しるべとなった。

図１　岡垣町を東西に通る唐津街道

芦屋から国道495号を経て糠塚へ⇒①須賀神社の北の旧道を進む⇒矢矧
川西沿いを南に進み、山田区へ⇒②山田小学校の西沿いを進む⇒ＪＲ海老
津駅の下の道を西へ⇒県道 287号を渡って西へ⇒③母の家の前を西へ⇒
再度県道 287号を西に進み、宗像市赤間方面へ

①
②

③
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岡
垣
町
の
歴
史
遺
産
・
唐
津
街
道
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
― 

山
田
の
一
里
塚 

―

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
羽
山　
健
一

　
天
保
元
（
１
８
３
０
）年
ご
ろ
の
「
山

田
村
絵
図
面
」（
図
２
）に
、
唐
津
街
道

の
一
里
塚
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
一

里
塚
は
、
慶
長
10
（
１
６
０
５
）年
ご

ろ
に
築
か
れ
、
270
年
以
上
存
在
し
た
。

現
在
は
所
在
不
明
で
あ
る
。

　

山
田
村
絵
図
面
が
で
き
る
17
年
ほ
ど

前
の
文
化
10
（
１
８
１
３
）年
10
月
５

日
、
伊
能
忠
敬
は
、
城
山
峠
か
ら
唐
津

街
道
沿
い
に
芦
屋
ま
で
測
量
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
村
絵
図
に
描
か
れ
た
景

観
の
中
を
測
量
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
伊
能
忠
敬
の
測
量
成
果

で
あ
る
「
大
日
本
沿
海
輿よ

ち地
全
図
」の

赤
間
～
芦
屋
間
の
測
量
路
線
を
高
精
度

に
復
元
し
た
。
そ
れ
が
、
図
３
に
示
す

測
量
路
線
で
あ
る
。

　

こ
の
図
に
よ
れ
ば
、
伊
能
忠
敬
が
見

通
し
の
悪
い
街
道
を
避
け
て
測
量
し
た

様
子
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
測

点
③
で
あ
る
。
測
点
③
は
、
松
並
木
と

一
里
塚
が
在
る
中
で
、
前
後
の
測
点
が

見
通
し
で
き
る
位
置
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
、
一
里
塚
の
上
ま
た
は

近
接
し
た
場
所
と
思
わ
れ
る
。
山
田
の

一
里
塚
は
、
測
点
③
及
び
現
地
の
状
況

か
ら
、
図
に
示
す
位
置
と
推
定
し
た
。

こ
の
辺
り
に
１
辺
５
間
（
約
９
メ
ー
ト

ル
）の
方
形
の
塚
が
道
の
両
側
に
在
り
、

そ
の
上
に
榎え
の
きの
大
木
が
茂
り
、
旅
人
に

一
時
の
安
ら
ぎ
を
与
え
た
と
、
想
像
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

山田橋

矢矧川① ②

③

④

⑤ ⑥

⑦

⑧

⑨

図３　伊能忠敬の測量路線（地形図）

図２　山田村絵図面

―唐津街道を探る―

新岡垣風土記
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